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小位時j血M.・c r .t ':;fit;な：un条f'I：下て・かろう
じてn~.~.~1:i11；を·）：（·んでいる。 IH＼：カ，JJU1:l主 Ill
している：i：たる 11L魁土－l 抗の家·，l'if1Hi と JPJ:i~





























































































































・,,fUi・Hi’:i( jfi-:'/:J'.Jとも1-f.(;t'Jtる） lifr/1・1 f・1；系か
けi'tリぶっている。このλ止をJlj¥附するために
i, f¥l. グラ ックマンがザンビアのロジ
( Lozi ） 岐について迎川した主l.~泊辺正丘凶と
寸 fl!,{Q：がl'IJりやすいへロジのJ!;fr._:1:－十：I
と→家長（不快H）とfi:tにつながる政治的ljl
J：がん＇J• • U也分！j-にIY.JしてI;t. まず：I:より
9) ',! lt{「ザンビアにJ；ける＇m,MiUtJと.I:Jl!r;:








れた場合． その：！二地はー 附l:f.I二似のー 打へ， す
なわち京i毛から付i毛へ．村民から：l：へとi!1-.,; 
していくのでんる。以上のようなl仰を判定
η；f:J也，.：.nする！Mf1Jのiflでみた1!;fr. :!, H 




































は． n 京rn·，~ 11•心の’イ対Ill なノj、加悦ti業に従事
しているが， 1:i十・tm；においてはJ.!i:-i~ ，1i，に niお
~,,.,m uよa1が{t'(1：立していると L、わiLてきた。 flJ
えIJ，ケニアのJ1rM1(1也：i：花をおl( Jt'J'ljする
＇） ーズなども．位十！のjjij資本：i：花｛ド,J~l:.i>Hに ），与

















『国際農林業協力』 26巻2号、 pp.?L-77. 
1984年。
D Dの場合と、同じ面と異なる面とがあるよ
うである。労働力不足のため農業生産が衰退
する所までは行っていない。しかし、将来は
どうか。
農外所得への過度の依存ががならい性となる
と、景気の恋化と早魁に会えば、飢僅が結果
すると言うことか。東北タイでも、将来は飢
僅が起こるのか。
19201ド代の/1綜ぎ初JUIには．マチで掠いだ
金は人ilWl.家屋悦の支払いにむけられた。
4Qif：.代に入ると．対Iを民い足したり.！－コ二主ι
ウシをP.／~入するのに｛史われたに！!J.Lll盆』ょの
金は．ほPんどが子供めたt.2.fl.坐立与主ヱム
色エ呈主L そして今．村で1.J三きのびるための
主食時入門が.fj：送り金の大きな使途として
It場している。自給しながらマチの矛盾を吸
収するどころか．世Jムマチに100%依存して
存泊：lAているのであλ。
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